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〈
把
（
も
〕
〉
か
含
む
形
式
に
・
つ
い
て

l
l
i

そ

統
辞
論
的
分
析
ー
ー
ー

の

;rr 

本

待I

手日

肩
代
以
前
に
於
て
は
、
〈
把
〔
吉
凶
〕
〉
が
名
詞
又
は
動
詞
以
外
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
名
詞
と
し
て
の
そ
れ
は
「
器
物

の
柄
、
転
じ
て
「
東
」
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
或
い
は
更
に
転
じ
て
「
ひ
と
に
ぎ
り
」
の
意
に
も
用
い
ら
れ
た
；

侵
品
開
送
菜
把
。
（
目
反
を
侵
し
て
菜
把
を
送
る
）
（
社
甫
）

盈
把
之
木
、
無
合
挟
之
校
。
（
盈
把
の
木
は
、
ム
ロ
扶
の
枝
な
し
）
（
韓
詩
外
伝
）

動
詞
に
つ
い
て
は
〈
康
岡
山
辞
典
〉
の
、
こ
の
文
字
の
項
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
え
る
；

説
文
・
：
握
也
、
広
韻
：
・
持
也
、
増
韻
・
：
執
也
、
股
本
記
・
：
湯
白
把
鋭
以
伐
昆
五
日
（
湯
自
ら
鍛
を
把
り
て
以
て
日
比
吾
を
伐
つ
）

(1
) 

王
力
が
昨
年
公
刊
し
た
〈
訳
語
史
稿
〉
（
ゴ
一
冊
、
科
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、
〈
把
〉
が
、
唐
代
以
前
の
み
な
ら
ず
、
以
後
に
於
て
も
、
例

え
ば
、歩

人
拍
箭
大
如
信
、
前
把
両
矛
後
讐
戟
。
（
歩
人
箭
を
引
く
こ
と
大
い
に
笛
の
如
し
、
前
に
両
つ
の
矛
を
把
れ
ば
後
に
塑
つ
の
戟
あ
り
）
（
韓
明
詩
）

毎
冬
月
、
四
更
覚
、
即
勅
把
燭
君
事
。
（
毎
冬
月
、
四
更
覚
る
や
、
即
ち
勅
し
て
燭
を
把
り
て
事
を
看
る
）
（
南
史
梁
武
帝
記
）

の
よ
う
に
、
純
粋
に
動
詞
の
機
能
を
保
つ
が
、
そ
れ
が
〈
介
詞
〉
の
機
能
を
帯
び
て
、
そ
れ
ま
で
〈
動
賓
結
構
〉
の
形
式
の
下
に
あ
っ
た
文
に
、

酔
把
茶
英
子
細
君
。
〈
酔
い
て
莱
英
を
把
り
て
子
細
に
看
る
）
（
九
日
藍
田
佳
民
荘
）
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莫
愁
紫
、
族
無
人
薦
、
但
願
君
官
把
巻
君
。
（
実
、
族
人
の
薦
む
る
な
き
を
持
う
る
莫
れ
、
た
だ
官
を
看
て
巻
を
ば
看
ん
こ
と
を
願
う
の
み
）
（
社
句
鶴
詩
）
の
よ
う

な
、
統
辞
法
上
に
変
化
を
与
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
所
謂
形
態
語
に
な
っ
た
の
は
、
主
に
唐
代
前
後
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
結
論
は
唐
代
を
境
と
し
て
、

そ
の
前
後
の
言
語
作
品
を
通
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
る
。

で
は
近
代
中
国
語
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
〈
把
〉
は
そ
こ
で
も
同
様
に
、
名
詞
以
外
に
二
つ
の
は
っ
き
り
異
な
っ
た
領
域
を
占
め
て
い
る
と
い
う
ミ

と
が
で
き
る
。
即
ち
、
純
粋
の
動
詞
と
し
て
は
、

他
把
着
銭
不
給
o

（
被
は
金
を
に
ぎ
っ
て
は
な
さ
な
い
）

有
両
個
兵
把
諮
問
後
門
。
（
二
人
の
兵
士
が
裏
門
を
守
っ
て
い
る
）

の
よ
う
に
発
話
に
該
当
す
る
し
、
他
は
八
介
詞
〉
性
の
動
詞
と
さ
れ
て
、
所
謂
形
態
語
と
し
て
の
機
能
、
即
ち

一
定
要
把
准
河
修
好
o

（
ど
う
し
て
も
准
河
の
堤
防
を
補
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
動
詞
の
後
に
あ
る
べ
き
〈
賓
宙
開
〉
を
前
に
ひ
き
出
す
意
味
を
れ
う
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
専
ら
、
中
同
北
方
語
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
通
常
、
前
置
動
詞
、
或
い
は
助
動
詞
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
、
こ
の
後
者
の
範
障
に
属
し
て
い
る

〈
把
〉
の
理
論
を
解
明
し
、
そ
の
統
辞
法
上
の
形
式
的
な
分
析
を
纏
め
て
み
た
い
。
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(2
) 

ア
ン
リ
・
フ
レ
エ
（
図
。
ロ
巳
『
g
e

の
指
摘
し
た
通
り
、
今
日
ま
で
に
示
さ
れ
た
、
形
態
語
〈
把
〉
に
関
す
る
中
同
及
び
西
欧
の
中
間
語
学
者
連
の
伝
統
的
見
解

は
、
概
ね
グ
ロl
タ
l

ズ
氏
以
下
敬
称
略
ハ
当
巴
O
B
k
r－
c
g
$
0
0
5
）
の
論
文
E

ト
訂
正
富
て
3
w
庄
内
世
田
E
E
H
E

巳
g
f
s

官
。
E
O
E

え
問
富
田
自
己

（
寸
劇
。
己
目
的
句
史
ど
〈
巴
・
凶

F

口
出
）
・8
1
8

二
、
の
冒
頭
に
概
括
さ
れ
て
い
る
通
則
に
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
、
前
、
述
の
よ
う
に
動
詞
の
什
的

語
を
前
に
ひ
き
出
す
機
能
の
み
に
閃
し
て
い
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
．
や
や
慎
重
に
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
若
干
の
訂
正
を
免
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
い
。
そ
の
通
則
は
；



「
〈
志
一
〉
は
動
詞
の
直
接
目
的
語
を
文
首
に
も
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
る
、
正
規
の
語
序
の
変
更
の
一
方
法
で
あ
る
。
（
：
：
：
）
そ
の
動
詞
の
一
直
接
目
的
語
は
、
新
し

い
文
に
編
入
さ
れ
、
そ
こ
で
は
〈
宮
〉
の
目
的
語
と
な
り
、
し
か
も
こ
の
語
群
は
全
文
の
冒
頭
、
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
」

一
般
に
〈
把
〉
を
含
む
形
式
は
、
動
詞
の
極
く
素
朴
な
型
l
l

形
態
上
の
ー
ー
に
つ
い
て
は
現
わ
れ
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
略
、
次
の
よ
う
な
動
詞

の
複
合
体
に
つ
い
て
発
話
に
該
当
す
る
。

偲
把
那
狗
掲
開
塁
。
（
あ
の
犬
を
追
い
払
え
）

他
把
小
按
児
周
器
開
司o
（
彼
は
子
供
を
甘
や
か
し
て
い
る
）

今
児
什
広
風
児
’
把
偲
吹
了
来
了
？
ハ
今
日
は
ど
う
い
う
風
の
吹
き
ま
わ
し
で
や
っ
て
来
た
の
で
す
か
）

有
的
把
身
子
劃
調
制
制
。
（
舟
舷
に
身
体
を
も
た
せ
か
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
）

叙
述
の
都
合
上
、
今
最
も
単
純
な
型
を
考
え
れ
ば
、

(3
>

我
把
小
刀
児
芸
了
0
9
・m
－
目
。ω
・
私
は
ナ
イ
フ
を
央
く
し
た
）
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t土

主
語
＋
〈
把
〉
＋
直
接
目
的
語
＋
他
動
詞

と
い
う
統
辞
関
係
を
構
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

主
語
＋
他
動
詞
＋
直
接H
的
語

と
い
う
直
接
的
語
序
で
発
話
に
該
当
す
る

我
芸
了
小
万
児
。

の
変
形
で
あ
る
。
勿
論
そ
こ
に
異
論
の
差
挟
む
余
地
は
な
い
。
し
か
し
前
記
の
通
則
と
、
こ
の
具
体
例
を
検
儲
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
若
干
の
訂
正
を
余
儀
な
く

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
尤
も
グ
ロl
タ

l

ズ
の
措
辞
が
、
文
の
内
部
要
素
の
位
置
関
係
で
は
、
特
に
必
要
の
な
い
限
り
文
首
に
来
る
の
は
や
は

り
主
語
で
あ
る
の
が
、
一
応
当
然
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
た
だ
こ
の
こ
と
を
若
干
事
細
か
に
論
う
の
は
、
後
に
判

る
よ
う
に
、
〈
把
〉
を
含
む
語
群
が
全
文
の
冒
頭
に
来
る
と
い
う
点
で
そ
の
通
則
に
全
く
一
致
す
る
形
式
、
即
ち



把
我
摘
稜
興
児
磁
疹
了
。
ハ
句
－

m

－
コ
・
私
は
膝
を
ぶ
つ
け
て
怪
我
を
し
た
）

把
他
一
弄
到
医
院
裡
去
了
o
Q
h
・
N
怠
・
彼
は
病
院
に
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
た
）

な
ど
が

都
把
線
弄
断
了
。
（
句
－

m
－
N
日
ω
・
君
が
そ
の
糸
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
）

我
来
把
茶
吹
涼
了
杷o
布
切
・
∞
。
・
私
は
お
茶
を
吹
い
て
さ
ま
そ
う
）

や
命
令
文
（
命
令
文
は
必
ず
し
も
主
語
を
省
略
す
る
と
は
限
ら
な
い
け
れ
ど
も
）

把
那
張
明
信
片
児
給
我
宥
君
。
（
可
－
m
・
5

・
一
す
そ
の
葉
書
を
見
ぜ
て
下
さ
い
）

な
ど
と
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
、
存
在
を
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
〈
把
i

形
式
〉
の
中
で
特
に
新
た
な
考
察
、
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
グ
ロ

l

タ

l

ズ
の

論
文
の
主
題
自
体
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
も
基
本
的
で
普
遍
的
な
〈
把
〉
の
機
能
を
、
私
達
は
、
前
記
の
通
則
に
今
言
っ
た
よ
う
な
寛
容
な
、
そ
し
て
譲
歩
的
推
察
を
行
な
っ
た
後
に
も
、
次

の
よ
う
に
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、

「
並
日
、
通
の
〈
主
動
句
〉
に
於
け
る
叙
述
動
詞
と
そ
の
目
的
語
の
統
辞
関
係
は
、
動
詞
が
日
的
諸
に
先
行
す
る
が
、
〈
把
〉
は
こ
の
語
序
を
変
更
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
る
文
法
的
関
係
詞
で
あ
り
、
〈
把
〉
に
前
置
さ
れ
た
動
詞
の
目
的
語
は
、
動
詞
に
先
行
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」
と
。
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し
か
し
前
に
触
れ
た
こ
と
と
関
連
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
普
通
の
〈
主
動
句
〉
の
構
造
を
基
礎
と
し
た
考
え
方
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
こ

れ
を
墨
守
し
て
一
歩
一
も
出
な
け
れ
ば
、
凡
ゆ
る
〈
主
動
句
〉
は
こ
れ
を
す
べ
て
〈
把
｜
形
式
〉
に
変
更
出
来
ぬ
ま
で
も
、
〈
把
｜
形
式
〉
は
す
べ
て
、
こ
れ
を

〈
把
〉
を
含
ま
な
い
統
辞
関
係ll

普
通
の
〈
主
動
句
〉
に
還
一
沼
出
来
る
よ
う
な
錯
覚
に
人
を
誘
う
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
又
、
同
様
に
こ
の
通
則
に
忠
実
で

あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
動
詞
の
形
態
的
分
類
に
よ
っ
て
、
〈
把
〉
に
よ
っ
て
日
的
語
を
前
に
ひ
き
出
す
こ
と
が
常
に
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
、
日
的
語
を
要
し
な

い
動
詞
｜
｜
こ
れ
を
中
国
語
の
場
合
に
自
動
詞
と
よ
ぶ
か
否
か
は
保
留
す
る
と
し
て
も
ー
ー
は
、
少
な
く
と
も
〈
把

l

形
式
〉
に
は
見
出
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

第
一
の
問
題
は
、
日
叔
湘
や
王
力
の
考
察
に
よ
っ
て
一
応
の
解
答
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
う
ち
主
力
の
積
極
的
な
表
現
に
対
し
て
、
日
叔
削
は
限



定
的
に
こ
れ
を
行
な
い
、
〈
把
〉
を
用
い
ず
に
表
現
可
能
な
形
式
と
、
〈
把
〉
を
用
い
な
け
れ
ば
全
く
そ
れ
が
不
可
能
な
形
式
と
を
対
比
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
左
の
八
箇
の
言
語
作
品
の
う
ち
、
前
の
四
例
は
〈
把
〉
を
伴
わ
ず
に
構
文
さ
れ
う
る
が
、
後
の
四
例
は
、
〈
把
〉
を
伴
わ
な
い
〈
主
動
句
〉

(4
) 

に
改
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
常
に
〈
把
1

形
式
〉
を
用
い
な
け
れ
ば
不
可
能
な
方
法
の
具
体
例
な
の
で
あ
る
。

我
把
這
個
秘
訣
伝
給
侭
’
惚
可
別
対
外
人
説
。
（
私
は
あ
な
た
に
こ
の
奥
の
手
を
教
え
る
が
、
決
し
て
他
人
に
話
し
て
は
な
ら
な
い
）

他
把
宮
戸
児
関
上
’
又
把
箇
宿
児
放
下
。
（
彼
は
窓
を
し
め
き
り
、
そ
の
上
カ
ー
テ
ン
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
）

他
把
那
門

重蔵
了
両
下

只
聴
得

陣
脚
歩
τ士三
月

随
即
又
消
没
τk 
F司

児
了

，，－－－ー『＼、

足彼
ニ青 が

がそ
聞の
え門
7こを
が軽

す二
ぐ度

又ど

間 7こ
えた
なく
くと
な、

っち

てよ

しつ

まと
っし

7こ 7こ
、、ーーー＿＿＿，，，，

還
不
快
換
饗
韓
去
兜
p

小
心
把
地
盤
弄
静
了
。
（
ま
だ
靴
を
か
え
な
い
の
か
、
械
毘
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
れ
た
ま
え
）

(&) 
要
/f二
是
1tr< 
説
起

我l

可
真
把
i亘

件
：事
工と1 ・
JL'.;)I 

得！
乾｜
草2

tt! 
了i

/’.. －－ーー、＼

こ若：

とし

をあ
すな
った
カミ カ1

り言
忘い
れだ
でさ
しな
まか
イコ ィコ

7こ 7こ
にら
t＿，、

が ;fl、
し、 t土

なこ
いの
＼『ー＿..－／
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川
何
惚
把
品
一
一
泊
段
布
先
縮
縮
水
再
量
量
’
看
到
底
劉
不
刻
。
（
先
ず
こ
の
布
を
水
で
縮
ま
せ
て
か
ら
計
り
、
そ
れ
で
結
局
足
り
る
か
足
り
な
い
か
を
み
な
さ
い
）

刷
他
把
銀
子
端
在
慎
裏
p

持
転
身
走
了
。
（
彼
は
銀
子
を
懐
に
押
し
こ
む
と
、
身
を
翻
え
し
て
走
っ
て
行
っ
た
）

同
我
昨
天
下
午
把
三
本
書
都
看
完
了
。
（
私
は
昨
日
の
午
後
、
一
一
一
冊
の
本
を
全
部
読
み
終
っ
て
し
ま
っ
た
〉

右
の
四
例
が
、
通
常
の
〈
主
動
句
〉
の
語
序
に
よ
ら
な
い
理
由
を
、
呂
叔
湘
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

即
ち
、
側
、
側
、
制
は
、
動
詞
の
後
に
、
〈
止
詞
〉
を
そ
の
中
間
に
は
さ
め
な
い
或
る
要
素
が
直
接
に
接
合
し
て
い
る
。
又
、
別
の
ケ

l

ス
伺
で
は
、
動
詞
の

前
に
特
殊
の
〈
限
制
詞
〉
｜
｜
例
え
ば
〈
都
〉
の
よ
う
な
ー
ー
が
あ
り
、
〈
止
詞
〉
の
後
に
そ
れ
が
直
接
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
他
に
存
在
す
る
。

（5
）
つ
り
）

斯
様
な
音
山
見
の
一
部
は
、
呂
叔
淵
の
他
の
著
作
か
ら
グ
ロ

l

タ
l

ズ
及
び
フ
レ
エ
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ロl
タ
！
ズ
は
、
こ
れ
を
純
粋
に
文
形

態
（
E
S
Z
色
。
問
問
．
。
同
5
0
m
O
H
H
H
O
問
。
。
）
に
基
く
通
則
l
l

〈
格
局
〉
を
形
態
と
解
釈
し
て
ー
ー
と
考
え
、
更
に
次
の
よ
う
に
説
明
を
補
っ
て
い
る
。

「
彼
は
（
日
叔
湘
〉
、
そ
こ
で
十
三
の
色
々
な
ケ
！
ス
を
数
え
る
（
：
：
：
〉
；
こ
れ
ら
の
ケ

l

ス
の
各
々
に
於
て
は
、
動
詞
は
動
詞
プ
ロ
パ
l

、
プ
ラ
ス
補
語
の
複

合
体
で
あ
る
。
中
国
語
は
こ
の
複
合
体
を
一
つ
の
全
体
と
見
倣
す
が
、
し
か
し
言
語
学
的
な
感
覚
が
、
第
二
の
要
素
を
補
語
と
見
倣
す
限
り
に
於
て
、
直
接
目
的



語
は
〈
把
〉
に
よ
っ
て
前
に
ひ
き
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(7
) 

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、
フ
レ
エ
は
次
の
注
意
を
つ
け
加
え
て
い
る
。

(8
) 

－
同
・
同
・
。F
g

は
よ
り
用
心
深
く
こ
う
言
う
。
『
動
詞
が
直
接
目
的
語
と
補
語
と
を
二
つ
な
が
ら
も
っ
て
い
る
時
は
』
〈
把
〉
構
造
は
『
常
に
実
践
さ
れ
、
』
『
よ

り
普
遍
的
な
言
い
方
で
あ
る
』
」

以
上
で
、
冒
頭
の
説
明
を
逆
説
的
に
補
足
す
る
と
こ
ろ
の
「
如
何
な
る
場
合
に
、
〈
把
〉
を
含
ま
な
い
〈
主
動
句
〉
は
成
立
し
な
い
か
」
が
一
応
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
し
か
し
呂
叔
湘
の
、
例
文
同
に
関
す
る
条
項
を
ひ
と
ま
ず
次
章
に
保
母
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
に
附
随
す
る
他
の
一
つ
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
呂
叔
加
の
例
文
の
前
の
四
例
の
何
れ
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
一
動
詞
が
単
音
節
詞
で
あ
る
場
合
一
ば
、
「
〈
抱
1

形
式
〉
は
常
に
実
践
さ
れ
得

な
い
か
一
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
通
則
と
し
て
は
、
〈
把l
形
式
〉
の
後
に
は
、
只

（
叩
）

一
個
の
簡
単
な
叙
、
述
詞
は
接
合
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
が
〈
把
〉
を
伴
っ
て
発
話
に
該
当
す
る
の
は
、
主
に
〈
戯
詞
〉
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
口
語
で
は
皆
無
と

（9
ゾ

は
じ
め
に
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
主
力
が
否
定
的
な
断
定
を
下
し
て
い
る
。

一
口
わ
ぬ
ま
で
も
、
極
め
て
稀
に
し
か
見
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
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だ
が
、
私
達
は
フ
レ
エ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
主
力
の
断
定
に
は
懐
疑
の
日
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
。

フ
レ
エ
は
、
〈
把l
形
式
〉
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ケ
l

ス
の
規
定
「
動
詞
の
後
に
高
ち
に
目
的
語
を
接
合
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
〈
把
〉
が
あ
ら
わ
れ
る
」

(uv 

は
役
に
立
た
な
い
と
し
て
、
動
詞
の
反
復
に
よ
っ
て
構
文
が
可
能
な
例

他
講
書
講
的
清
楚
鳴
？
（
彼
は
わ
か
り
よ
く
説
明
し
ま
す
か
）

を
あ
げ
た
外
に
、
単
音
節
詞
の
動
詞
が
直
接
に
日
的
語
を
と
れ
る
場
合
で
も
、
〈
把
〉
を
伴
う
こ
と
が
、
可
能
な
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
示
し
て
い
る
。

我
想
把
那
照
像
匝
子
亮
了
。
（
私
は
あ
の
カ
メ
ラ
を
売
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
）

他
多
半
児
把
錦
匙
芸
了
。
（
恐
ら
く
彼
は
鍵
を
央
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）

我
把
小
刀
児
芸
了
。
（
前
出
）

我
伯
我
把
銭
包
児
芸
了
昭
。
（
私
は
財
布
を
失
く
し
た
の
で
は
な
い
か
し
ら
）



大
大
p
v

←
人
中
人
p

怒
把
雨
傘
志
了
。
（
奥
様
、
奥
様
、
傘
を
お
忘
れ
に
な
り
ま
し
た
）

咳
糟
粧
我
把
白
来
水
児
筆
忘
了
。
（
し
ま
っ
た
、
万
年
筆
を
忘
れ
て
来
た
）

咳
糟
樵
我
把
雨
傘
忘
了
。
（
し
ま
っ
た
、
傘
を
忘
れ
て
来
た
よ
）

よ
っ
て
、
王
力
の
所
説
は
再
考
の
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
で
〈
把
｜
形
式V
の
基
本
的
な
通
則
は
概
ね
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
に
私
達
は
、
王
力
の
所
謂
〈
処
置
式
〉
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
王
力

の
〈
把
〉
に
対
す
る
説
明
は
、
極
め
て
積
極
的
な
分
析
に
充
ち
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
観
点
は
こ
こ
で
扱
う
問
題
と
、
少
な
か
ら
ず
距
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
問
題
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

〔
註
〕

ω

主
力
；
〈
訳
語
史
稿
〉
中
冊
・
四
一
O
l

四
一
八
頁
。

附
何
回
。
国
民
可
吋
忠
一
4
F
O
閉
店
官
民
〈o
g
u
u
a
M
J
M【
注
目
。
白
山
口cz
u
o
a
O
H
4
F。。
4
．
。
出
可
。E
ロ
2
0

阿M
k
r
f（C
O
口
問
。
問
。
出WM
1
H
M

－
z
。
・
出
－
H】
H
Y
M
N－旬
。
・
）

同
】
・
品
。
・

同
州
出
。
国
民
司g
r

－H
4司
。

4
F
。
ロ
切
符
国
内
凶
司
包
H
V日
出
向
∞
。
出
H
O
H
H
o
g－
（
口
出
回
）
戸

H
V回
目
白ro
a）
か
ら
前
註
主
自
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
一
。
数
字
は
原
著
に
於
け
る
番
号
。

削
呂
叔
湘
；
〈
中
国
文
法
要
略
〉
上
巻
・
五
八
｜
九
頁
。

問
主
出
口
回
目
。
け
山
口
丘
5
5
2
0
m
E
B
o
m

・
〈
巳
・
2
口
L
宏
∞
w
∞
・3
｜
｜
｜
巧
－
k
r・
の
吋
g
g
o
a

一
円
回
目
立
P
H
E
3
3
宮
内
世
g
g
E

虫
色
。
2

・
句
・
日4・

刷
出
－

F
O
H
一
4
E

出
荷
主
守
。
。
。
目
付2
0

出
8
4

匂
・
出
・

当
1・
C
M
1。。
H
m
F
O吋切
一
回
目
注
目
。
円

E

旬
。
3
4
匂
・
四
∞
・

出
・
『
同
o
r
H
V出
－
w
匂
・
白
・

宮
山
仏
－w
出
。
。g
・
（
a
d
p
H
H含
片
山
口
司
片
山50

吋
場
合
目H
H．

Z
民
間
P

同
m
H雪
印
、
昆
C
E
4
0
耳
目
吋
可
一
月
o
m
♂

H
G品
∞w
M）
・H
O
N－

r
G・
）

主
力
；
〈
中
国
現
代
語
法
〉
上
冊
一
六
一
二
頁
。

柴
壬
直
州
把
休
譲
。

多
奪
一
在
家
把
児
訓
。

(10) (9) (8) (7) 

命
人
来
把
母
女
喚
。
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莫
非
中
東
蘭
把
他
生
口

’
石
同

一
七
一
一
良
、
附
註
〈
一
一
、
比
此
一
一
例
子
也
都
出
自
滴
水
球
）

国
・
『
見
込
一4
F
O
出
店
阿m
w
t
J
可
。
。
。
回m
H吋
ロ
O
位
。
p
w
E
ν
・
白
i

ぉ
・
一
一
ω
－
N
・
M
・
M
・
司
・

、
、
‘
ι
’
v
d’1
 

1
i
 

( 
〈
把
〉
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
一
一
一
日
詩
作
品
｜
｜
主
辻
、
作
に
強
川
乃
至
執
行
を
表
現
し
て
い
る
場
へ
い
が
多
い
の
ば
隠
れ
も
な
い
事
宍
で
あ
る
。
そ
れ
投
に
、
王

(1
) 

力
は
、
呂
叔
州
が
単
に
〈
把
乍
式
〉
の
名
称
を
冠
し
た
こ
の
形
式
を
、
そ
の
一
所
謂
〈
造
句
法
〉
の
他
の
五
式
と
区
別
し
て
〈
処
置
式
〉
の
名
の
下
に
概
括
し
、
こ

の
形
式
が
一
一
慌
の
有
日
的
的
行
為
、
即
ち
〈
処
置
〉
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る

v
」
と
を
執
劫
に
強
調
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
形
式
の
分
析
に
当
っ
て
、
王
力

は
形
態
論
的
考
察
よ
り
も
寧
ん
一
、
こ
の
形
式
の
償
問
的
な
意
味
の
偵
域
を
問
題
と
し
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

斯
く
て
、
〈
処
置
式
〉
の
概
念
の
下
に
、
こ
の
形
式
を
包
括
し
よ
う
と
試
み
た
た
め
に
、
王

h
Mの
考
察
は
よ
り
厳
格
な
制
限
を
〈
杷V
の
用
法
に
担
わ
そ
う
と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
点
に
閃
L

て
は
、
規
範
文
法
的
態
度
が
よ
り
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
主
力
に
よ
れ
ば
〈
把
｜
形
式
〉
の
分
析
さ
れ
る
べ
き

領
域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
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最
後
に
若
干
の
譲
歩
を
示
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
主
力
は
、
一
般
に
若
し
〈
処
置
〉
の
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
〈
把
〉
を
伴
う
形
式
は
利
用
さ
れ

な
い
と
い
う
厳
密
な
起
点
をJ
三
ノ
て
い
る
c

従
っ
て
、
そ
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
〈
把
！
形
式
〉
が
次
の
各
条
項
に
該
当
す
る
場
合
は
あ
り
得
な
い
。
補
足
的
記
述

を
添
え
て
列
記
す
れ
ば
；

川w動
詞
が
一
一
砲
の
精
神
行
為
を
内
包
し
て
い
る
場
介
。
従
っ
て
、
〈
我
把
他
愛
着
〉
は
な
く
、
〈
我
愛
他
〉
（
私
は
彼
を
愛
し
て
い
る
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

凶
動
詞
が
知
覚
現
象
を
意
味
し
て
い
る
場
合
。
け
様
に
、
〈
我
把
他
君
見
〉
は
排
斥
さ
れ
て
、
八
我
宥
見
他
〉
（
私
は
被
を
見
る
）
が
あ
る
。

間
動
詞
の
表
わ
す
行
為
が
、
日
的
語
の
表
わ
し
て
い
る
1
4物
の
状
況
に
何
ら
影
響
を
与
え
な
い
均
台
；
〈
我
把
楼
と
〉
よ
り
も
〈
我
上
楼
〉
（
私
は
二
階
に
あ
が

る
）
が
遷
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



川
動
詞
の
表
わ
す
行
為
が
、偶
然
性
を
帯
び
て
い
る
場
合
。
例
え
ば
ハ
我
拾
了
一
一
塊
手
柏
〉
（
我
は
一
枚
の
ハ
ン
カ
チ
を
拾
っ
た

V

に
対
し
て
〈
我
把
一
塊
手

舶
拾
〉
は
考
え
ら
れ
な
い
。

同
〈
存
在
動
詞
〉
は
把
を
伴
う
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
〈
我
有
銭
〉
（
私
は
金
を
も
っ
て
い
る
）
や
〈
他
在
家
〉
（
役
は
在
宅
し
て
い
ま
す
）
は
、
そ
の
表
現
の

唯
一
の
形
式
で
あ
る
。

逆
に
〈
把
l

形
式
〉
に
よ
っ
て
表
現
の
可
能
な
ケ
ー
ス
は
意
義
上
五
個
の
範
障
に
分
類
さ
れ
る
。
文
法
的
に
は
そ
れ
は
余
り
重
要
で
は
な
い
が
、
具
体
例
で
は

次
の
よ
う
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。

同
把
偲
林
姑
娘
暫
安
置
在
碧
紗
厨
一
畏
・
（
林
の
お
撲
さ
ま
に
は
少
し
の
間
碧
紗
厨
に
居
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

川
川
等
我
把
雲
児
叫
了
来p
也
叫
他
肝
肝
・
（
私
が
雲
児
を
呼
ん
で
来
ま
ず
か
ら
、
あ
れ
に
も
聞
か
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
）

制
我
把
侃
跨
子
折
了
・
（
お
前
の
周
合
へ
し
折
っ
て
し
ま
う
ぞ
）

同
州
航
把
那
穿
衣
鏡
的
套
子
放
下
来
・
（
ど
う
か
そ
の
改
正
見
の
お
お
い
を
か
け
て
下
さ
い
）
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同
那
妙
玉
便
把
安
奴
黛
玉
的
衣
襟
一
位
・
（
そ
の
時
、
妙
玉
は
宝
叙
と
黛
玉
の
え
り
を
ち
ょ
っ
と
ひ
い
た
）

つ
ま
り
何
れ
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
人
物
、
物
件
、
状
況
な
ど
に
対
し
て
そ
の
行
動
、
場
所
、
進
行
な
ど
を
支
因
す
る
け
的
意
識
が
働
い
て
い
る
と
説
く
の
で

(1
) 

あ
る
。
更
に
王
力
は
〈
把1
形
式
〉
の
必
須
の
条
件
を
次
の
よ
う
に
単
純
な
二
個
の
結
論
に
繰
り
入
れ
て
し
ま
う
。

仙
他
動
詞
の
前
に
〈
一
〉
が
あ
る
時
、

那
妙
玉
便
把
室
叙
黛
玉
的
衣
襟
一
投
・
（
前
出
）

宝
玉
把
竿
子
一
幌
・
（
宝
玉
は
竹
竿
を
ふ
り
か
ざ
し
た
）
な
ど
。

仰
他
動
詞
の
後
に
形
容
詞
又
は
形
容
詞
性
の
〈
末
品
補
語
〉
が
来
る
時
、

把
酒
場
凡
得
浪
熱
的
金
一
来
・
（
酒
を
熱
く
畑
を
し
て
も
っ
て
来
な
さ
い
）

右
の
仙
は
、
前
に
示
し
た
日
叔
湘
の
仰
の
、
仰
は
そ
の
仙
の
部
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
呂
叔
湘
の
規

定
が
よ
り
妥
当
な
基
準
を
発
見
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
〈
一
〉
は
〈
都
〉
と
同
様
、
動
詞
に
先
行
す
る
一
種
の
副
詞
で
あ
り
、
形
容
詞
又
は
形
容
詞



性
の
〈
末
品
補
語
〉
は
動
詞
の
直
ぐ
後
に
、
動
詞
と
そ
れ
と
の
聞
に
、
直
接
目
的
語
の
介
在
を
許
さ
ぬ
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。

然
し
壬
力
の
理
論
で
我
々
の
最
も
注
意
す
べ
き
は
〈
把
｜
形
式
〉
の
も
っ
て
い
る
内
部
要
素
の
分
析
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
〈
処
置
式
〉
が
そ
の
何
れ
か
に
属
す

べ
き
標
準
の
発
見
の
た
め
に
な
さ
れ
た
た
め
に
、
我
々
の
期
待
を
全
く
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
〈
把
〉
の
後
に
直
接
日
的
語
の
来
る
ケ

l

ス
の

形
態
を
、
略
一
一
一
日
い
尽
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
一
般
的
な
〈
把
形
式
〉
の
考
察
に
際
し
て
照
験
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

分
析
の
結
果
、
帰
納
し
て
得
ら
れ
る
〈
処
置
式
〉
の
必
須
条
件
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ω
動
詞
の
後
に
〈
末
品
補
語
〉
、
又
は
形
容
詞
相
当
語
句
が
あ
る
。
例
え
ば
；

把
酒
没
得
混
熱
的
掌
来
。
（
前
出
）

間
動
詞
の
後
に
場
所
を
一
示
す
〈
末
品
謂
語
形
式
〉
が
あ
る
。
例
え
ば
；

情
愛
伸
手
把
安
玉
的
襖
児
往
自
己
身
上
柱
。

倒
動
詞
が
〈
関
係
伏
〉
を
伴
っ
て
い
る
。
例
え
ば
；

把
那
条
述
我
塁
。
（
そ
れ
を
私
に
返
し
な
さ
い
）

（
晴
宅
は
手
を
さ
し
の
べ
る
と
宝
玉
の
上
衣
な
自
分
の
方
へ
ひ
い
た
）

- 24 -

ω
動
詞
が
、
後
に
〈
数
量
末
品
〉
に
続
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
；

我
把
那
門
前
剛
了
三
下
。
（
私
は
そ
の
門
を
三
度
ば
か
り
た
た
い
た
）

閉
そ
れ
は
ア
ス
ペ
ク
ト
を
示
す
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
；

由
着
奴
才
何
把
一
族
中
主
子
都
得
罪
了
。
（
召
使
い
其
が
一
家
の
主
人
を
馬
鹿
に
す
る
の
を
、
ほ
っ
て
お
く
の
か
ね
）

或
い
は

他
把
書
老
季
着
。
（
彼
は
い
つ
も
書
物
を
手
に
し
て
い
る
）

斯
く
し
て
〈
処
置
〉
を
表
現
す
る
〈
把l
形
式
〉
の
分
析
は
全
う
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
範
鴎
に
属
さ
な
い
こ
の
形
式
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
こ
に
よ
り
深
い
閃
心
が
寄
せ
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
い
が
、
壬
力
の
取
扱
い
は
極
め
て
不
充
分
で
あ
る
。

即
ち
〈
処
置
〉
を
一
京
さ
ぬ
〈
把
｜
形
式
〉
と
し
て
、
王
力
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
一
種
の
派
生
の
産
物
と
み
ら
れ
る
〈
継
事
式
〉
の
存
在
を
注
意
し
て
い
る
。



い
わ
ば
そ
れ
は
結
果
節
の
概
念
の
下
に
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
単
に
〈
処
置
〉
を
示
さ
ず
に
他
の
影
響
に
よ
っ
て
生
じ
た

結
果
を
示
し
て
い
る
の
み
で
、
純
粋
に
形
式
的
な
文
法
分
析
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
或
る
も
の
と
〈
処
置
式
〉
と
の
間
に
劃
す
べ
き
一
線
は
何
処
に
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
相
似
の
形
式
に
は
先
に
〈
処
置
式
〉
に
於
け
る
忌
避
事
項
に
抵
触
す
る
精
神
現
象
や
知
覚
現
象
、
及
び
偶
然
性
の
事
件
に
関
す
る
動
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
壬
力
は
次
の
よ
う
な
例
を
示
す
。

同
誰
知
接
接
連
連
許
多
事
情
就
把
惚
忘
了
。
（
ひ
き
つ
づ
き
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
で
、
思
わ
ず
あ
な
た
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
）

倒
小
紅
聴
了
p

不
覚
把
険
一
紅
o

（
小
紅
は
聞
い
て
、
思
わ
ず
顔
を
赤
く
し
た
）

同w
h
m何必
為
我
把
自
己
失
了
？
（
何
も
あ
な
た
は
、
ぜ
ひ
と
も
私
の
た
め
に
、
そ
ん
な
に
気
ぬ
け
し
な
い
で
も
よ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
）

こ
れ
ら
と
、
〈
処
置
式
〉
の
す
べ
て
は
、
形
式
的
に
は
同
一
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
〈
処
置
〉
に
関
す
る
理
論
を
無
視
す
れ
ば
、
王
力
の

F

」
れ
ら
の
全

て
の
形
式
は
、
〈
把
〉
に
直
接
口
的
語
が
続
く
〈
把
l

形
式
〉
の
統
辞
関
係
に
関
す
る
考
察
に
平
均
し
て
扱
わ
れ
て
よ
い
替
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
こ
に
全
く
看
過
で
き
な
い
の
は
、
〈
継
事
式
〉
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
中
に
混
入
し
て
居
り
、
し
か
も
説
明
不
充
分
の
ま
ま
に
残
さ
れ
た
、
他
の
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
王
力
の
二
つ
の
例
文
を
み
る
と
、
そ
こ
で
は
明
ら
か
に
自
動
詞
の
使
用
が
許
容
さ
れ
、
〈
把
〉
は
又
目
的
語
に
前
置
す
る
と
い
う
本
来
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の
形
態
か
ら
逸
れ
て
い
る
。

偏
又
把
鳳
了
頭
病
了
。
（
あ
い
に
く
鳳
ち
ゃ
ん
が
病
気
に
な
り
ま
し
た
）

忽
広
忽
然
把
個
晴
安
姐
姐
也
没
了
？
（
何
故
突
然
晴
一
安
ね
え
さ
ん
ま
で
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
）

グ
ロ
l

タ
l

ズ
は
こ
の
よ
う
な
形
式
が
、
す
べ
て
〈
処
置
式
〉
か
ら
派
生
し
た
と
い
う
主
力
の
説
明
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
氏
は
そ
の
試
論
の
中
で
、
形
態

論
的
分
析
は
、
最
初
に
形
式
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
共
時
論
的
見
地
と
適
時
論
的
見
地
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
主
力
の
見
解
を
全

(2
]

く
拒
否
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
我
々
は
そ
の
立
場
に
立
っ
て
、
〈
把

1

形
式
〉
の
全
く
別
の
分
類
と
見
倣
し
て
、
こ
れ
ら
に
近
づ
く
の
が
至
当
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
よ
っ
て
我
々
は
、
前
に
た
て
ら
れ
た
〈
把l
形
式
〉
の
基
本
的
通
則
「
〈
把
〉
は
他
動
詞
の
直
接
日
的
語
を
前
に
ひ
き
出
し
、
〈
主
動
句
〉
の
普
通
の
語
序

を
転
換
す
る
と
こ
ろ
の
：
：
：
）
と
い
っ
た
地
点
に
止
ま
る
の
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
こ
の
場
合
に
は
〈
把
〉
と
名
詞
の
統
合
は
文
首
に
あ
り
、
そ

の
点
だ
け
に
限
れ
ば
、
本
論
の
冒
頭
に
試
み
た
訂
正
は
不
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
討
正
の
加
え
ら
れ
た
通
則
に
は
、
更
に
「
他
動
詞
を
含
む
文
に
於
て
は
」
と



い
う
制
限
条
項
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
〕

(1) 

主
力
；
〈
現
代
中
国
語
法
〉
上
冊
、
一
心
ハ
一
υ
l

一
七
一
一
貝
。

同
；
〈
中
国
語
法
理
論
〉
上
冊
、
一
六
四
l

一
七
阿
頁
。

当
・

C
S
O
S
2
r
F
E
E
h
ぜ
て
よ
匂
・
3
・
南
－

(2.) 前
章
ま
で
を
要
約
し
て
勘
考
す
る
と
、
我
々
は
既
に
一
京
さ
れ
た
唯
一
の
八
把
｜
形
式
〉
に
加
え
て
、
他
の
二
種
の
語
序
を
予
想
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
即

川
〈
杷
〉
十
日
的
諮
＋
他
動
詞
＋
（
信
）
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ち
〈
把
〉
の
前
に
主
語
を
伴
わ
な
い

似
〈
把
〉
十
主
語
＋
自
動
詞

で
あ
る
。
仙
は
命
令
文
で
、
既
に
ミ
れ
ま
で
の
引
用
文
中
に
数
例
混
入
し
て
い
る
が
〈
把
〉
の
前
の
主
認
は
当
然
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
；

把
開
閉
厳
了
阿
o
Q
・ω
－
g

・
口
を
し
っ
か
り
閉
じ
な
さ
い
）

把
那
張
明
信
片
児
給
我
看
君
。
ハ
前
出
）

把
這
山
山
一
一
行
十
九
千
紅
到
税
関
上
去

o

（
戸
∞
・ω
8
・
こ
れ
ら
の
荷
物
を
税
関
ま
で
机
い
で
行
っ
て
hね
く
れ
）

去
p

把
時
間
表
季
来
o
Q
－m
－
H
4
N
ω・
行
っ
て
時
間
表
を
も
っ
て
来
な
さ
い
〉

(1v 

フ
レ
エ
は
右
の
諸
例
を
含
め
て
、
十
七
の
〈
把
〉
を
合
む
命
令
の
形
式
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
は
っ
き
り
命
令
と
は
異
な
る
も
の
が
二
例
混
っ
て

、
〉し
之
．
，



迩
不
把
鼻
子
損
了
鳴
？
（
そ
れ
で
も
お
前
は
ま
だ
鼻
を
か
ま
わ
な
い
の
か
〉

可
別
把
戒
指
一
弄
芸
了
。
（
決
し
て
指
輪
を
央
つ
て
は
な
ら
な
い
よ
）

前
者
は
文
法
的
感
覚
か
ら
は
明
ら
か
に
疑
問
文
で
あ
り
、
他
は
禁
止
を
意
味
し
て
い
る
。
後
者
は
厳
密
に
い
え
ば
無
論
命
令
文
と
は
異
な
る
が
、
禁
止
の
副
詞

を
伴
う
構
文
は
統
辞
上
否
定
命
令
文
の
範
障
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
か
ら
、
後
者
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
第
一
の
文
の
構
造
に
つ
い

て
は
、
フ
レ
エ
は
特
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
命
令
文
と
同
様
に
、
主
語
を
放
逐
し
て
い
る
と
安
易
に
考
え
る
の
は
、
全
く
間
違
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
賛
成
は
出
来
な
い
。
こ
れ
に
限
ら
ず
発
話
の
環
境
条
件
に
よ
っ
て
、
主
語
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
近
代
中
国
語
の
屡
々
行
な

う
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
；

(2
) 

不
是
把
老
虎
打
死
p

就
是
叫
老
虎
吃
了
。
（
虎
は
う
ち
殺
さ
な
け
れ
ば
、
お
前
の
方
こ
そ
虎
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
ん
だ
ぜ
）

従
っ
て
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
〈
都
迂
不
把
鼻
子
埠
了
鳴
？
〉
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
当
然
、
本
来
の
〈
把

1

形
式
〉
に
含
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
こ
の
場
合
、
命
令
文
も
勿
論
、
そ
の
起
源
に
於
て
主
語
は
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
通
時
論
的
意
見
は
問
題
に
し
な
い
〉

仰
の
形
式
に
つ
い
て
、
王
力
が
そ
の
体
系
に
於
て
こ
れ
を
殊
更
避
け
た
理
由
を
考
え
る
こ
と
は
余
り
意
味
が
な
い
。
恐
ら
く
そ
う
し
た
試
み
は
臆
測
に
終
始
す

る
の
み
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
我
々
は
こ
の
事
項
に
関
し
て
は
殊
更
に
他
の
学
者
の
業
績
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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グ
ロ
l

タ

l

ズ
の
論
文
（
前
出
）
は
専
ら
こ
の
型
に
む
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
他
に
我
々
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
は
、
そ
れ
以
前
に
は
見
当

ら
な
い
の
で
、
先
ず
こ
れ
を
検
討
し
て
行
く
の
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、
そ
こ
に
扱
わ
れ
て
い
る
資
料
が
山
西
語
の
一
方
言
で
あ
る
こ
と
は
注
意

(3
) 

を
要
す
る
。
氏
は
そ
こ
で
自
ら
の
蒐
集
に
な
る
用
例
を
、ω
か
ら
仰
ま
で
の
九
種
の
型
に
分
類
し
て
い
る
。
う
ち
佃
及
び
師
の
各
項
に
属
す
る
も
の
は
、
問
題
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
観
点
か
ら
逸
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
仰
に
分
類
さ
れ
た
も
の
は
、
最
も
私
の
注
意
を
惹
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
再
録
さ
れ
る

価
値
を
も
っ
て
い
る
が
、
順
序
と
し
て
、
全
体
の
分
類
の
検
討
か
ら
入
っ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

グ
ロ

l
タ
l

ズ
の
分
類
に
於
て

ω 

〈
把
〉
十
直
接
目
的
語
＋
動
詞

把
惚
例
的
門
限
腸
達
了
。
（
私
は
よ
く
あ
な
た
の
家
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
）



倒

〈
把
〉
十
直
接
目
的
語
＋
動
詞
＋
直
接
口
的
語

把
門
鎖
住
他
昭
o

（
（
（
彼
が
入
っ
て
く
る
か
ら
）
）
門
を
し
め
な
さ
い

V

は
同
一
の
範
臨
時
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

動
詞
＋
〈
把
〉
＋
直
接
日
的
語

川
刷買

去
昭
把
我
的
皮
球
。

は
、
ω
の
変
形
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
方
法
的
に
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

。
主
語

T
ハ
把
〉
一
直
接
日
的
語

我
刊
給
神
父
把
書
整
好
。
（
み
ん
な
で
神
父
さ
ん
の
本
を
整
頓
し
よ
う
）

の
パ
タ
ー
ン
に
統
一
さ
れ
る
。
更
に
グ
ロ
l

タ
l

ズ
に
よ
っ
て
説
明
の
つ
か
な
い
グ
ル
ー
プ
と
し
て
挙
げ
て
あ
る
中
の

把
路
尋
不
着
。
〈
近
が
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
〉

把
路
胞
那
児
去
？
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も
又
こ
れ
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
残
り
の

（
道
は
ど
っ
ち
に
つ
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
）

把
路
没
了
。
（
道
が
な
く
な
っ
た
）

は
共
に
こ
れ
を
的
の
範
臨
時
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

但）

動
詞
＋
〈
把
〉
十
主
語

涜
下
去
了
把
水
o

（
水
が
流
れ
出
て
し
ま
っ
た
）

も
、

、
‘
，
E

，
，F

 
〈
把
〉
＋
主
語
＋
動
詞

把
燈
没
了
。
（
灯
り
が
消
え
て
し
ま
っ
た
）

の
変
形
で
あ
るo

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
l
タ

l

ズ
の
リ
ス
ト
は
、
分
明
な
－
一
つ
の
よ
り
大
き
い
群
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
と
り
あ
げ
る
の
は
、



後
者
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（4
ゾ

グ
ロ
l

タ
l

ズ
は
論
中
、
類
似
の
形
式
は
、
ミ
ュ
リi
Q
・
F
－
旨
己
H
H
O）
の
蒐
集
に
な
る
熱
河
語
に
も
見
ら
れ
る
と
言
う
。
一
方
、
フ
レ
エ
は
、
こ
の
形
式
、

(5
) 

即
ち
〈
把
〉
の
補
語
が
そ
の
文
の
主
語
で
あ
る
ケl
ス
は
、
特
に
北
京
語
に
於
て
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。
フ
レ
エ
は
、
グ
ロ
l

タ

i

ズ

に
な
ら
っ
て
モ
リ
ス
・
ク

l

ラ
ン
（
旨
。
口
官
。
。
己
m
g
d
が
、
〈
把
〉
に
主
語
の
続
く
形
式
を
見
慣
れ
ぬ
も
の
と
し
、
マ
ス
。
へ
ロ
（
国
・
旨

g

り
0
3

）
が
そ
れ
が

強
調
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
一
一
顧
を
与
え
て
い
る
が
、
更
に
、
ミ
ュ
リ
ー
を
評
し
て
、
彼
が
す
べ
て
の
〈
把
〉
に
続
く
名
詞
（
そ
れ
が
目
的
語
で
あ
ろ
う
と
、
或

い
は
主
語
で
あ
ろ
う
と
）
に
、
「
限
定
対
格
」
な
る
名
称
を
冠
し
て
、
日
叔
湘
と
類
似
の
見
解
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
私
自
身
は
マ
ス
ベ
ロ

の
結
論
に
惹
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
フ
レ
エ
は
、
こ
の
何
れ
に
も
重
要
性
を
与
え
て
い
な
い
。

グ
ロ
l
タ

l

ズ
の
主
張
に
よ
っ
て
、
我
々
は
〈
把
〉
が
目
的
語
に
続
か
れ
て
い
る
形
式
の
他
に
、
そ
れ
が
主
語
に
前
置
し
て
い
る
パ
タ
ー
ン
の
存
在
を
近
代
中

国
語
に
普
遍
の
現
象
と
し
て
確
か
に
求
め
は
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
フ
レ
エ
の
掲
げ
て
い
る

H事
初
の
例
は
、
そ
の
予
想
を
裏
切
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
フ
レ
エ
は
、
こ
の
形
式
が
更
に
二
種
に
分
類
を
さ
れ
得
る
例
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
の
グ
ル
ー
プ
は
、
〈
把
〉
の
意
味
論
的
研
究
へ
の
基
礎
と
は

な
る
で
あ
ろ
う
が
、
突
の
と
こ
ろ
、
統
辞
論
的
研
究
に
は
余
り
意
味
を
な
さ
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
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(6
) 

フ
レ
エ
に
よ
れ
ば
、
「
名
詞
＋
〈
把
〉
」
の
統
辞
関
係
は
、
こ
れ
を
一
〈
把
〉
十
名
詞
」
に
容
易
に
変
更
さ
れ
得
る
可
能
性
も
っ
て
お
り
、
こ
の
時
、
〈
把
〉
の
補
語

は
文
の
主
語
と
判
断
さ
れ
得
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
特
に
こ
の
形
式
は
、
〈
把

V
の
前
で
は
主
格
で
あ
っ
た
主
語
が
、
属
格
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
後
に
も
っ
て

来
ら
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
、
そ
こ
で
は
証
明
さ
れ
て
い
る
。

我
伯
把
我
銭
包
児
芸
了
。
（
私
の
財
布
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
）

把
我
背
梁
拝
広
了
。
（
私
は
こ
ろ
ん
で
背
中
を
痛
く
し
た
）

把
我
包
児
放
在
大
門
道
児
那
児
了
。
（
私
は
包
み
を
戸
口
に
置
き
わ
す
れ
ま
し
た
）

把
我
白
来
水
児
築
忘
了
。
（
私
は
万
年
筆
を
忘
れ
た
）

把
我
像
片
児
釘
在
橋
上
了
。
（
私
は
墜
に
写
真
を
か
け
ま
し
た
）

把
我
那
封
信
捌
的
紛
々
児
砕
了
。
（
私
は
そ
の
手
紙
を
粉
々
に
ひ
き
裂
い
た
）



把
侭
線
手
断
了
。
（
君
は
そ
の
糸
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
〉

把
都
尺
放
在
那
児
了
？

（
物
差
を
何
処
に
お
き
ま
し
た
か
）

把
他
除
都
気
紫
了
。
（
彼
は
怒
っ
て
顔
色
を
変
え
た
）

し
か
し
な
が
ら
、
フ
レ
エ
自
ら
の
証
明
に
よ
っ
て
〈
我
伯
把
我
銭
包
児
芸
〉
が
〈
我
伯
我
把
銭
包
児
芸
了
〉
の
変
形
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
今
右
に
並
列
し

た
よ
う
な
文
は
、
結
局
〈
主
＋
〈
把
〉
十
日
的
語
＋
動
詞
〉
の
形
式
の
下
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
王
力
の
著
作
に
見
え
た
〈
侃
又
把
鳳
了
頭
痛

了
〉
と
こ
れ
ら
と
の
間
に
は
、
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
グ
ロ

l

タ
l

ズ
の
聞
の
グ
ル
ー
プ
の
形
式
と

は
蔵
然
と
区
別
さ
れ
て
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
例
の
グ
ル
ー
プ
を
左
に
再
録
す
る
と
；

側
把
燈
没
了
。
（
前
出
）

同
把
買
糧
食
的
時
候
過
去
了
。
（
食
糧
を
買
い
こ
む
時
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
）

川
町
把
個
狼
驚
走
了
。
（
そ
の
狼
は
驚
い
て
逃
げ
去
っ
た
）

側
伯
把
聖
体
朕
那
裡
頭
。
（m－

h
体
が
そ
こ
に
倒
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
）

倒
把
英
神
父
悩
的
没
耕
法
。
（
十
阜
、
神
父
が
お
そ
ろ
し
〈
お
こ
っ
て
い
る
）
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ω
把
我
端
乏
了
。
（
私
は
大
変
疲
れ
ま
し
た
）

倒
把
個
二
小
子
死
了
o

（
（
（
彼
の
）
）
次
男
は
死
に
ま
し
た
）

同
問
把
那
個
好
人
就
死
了
。
（
あ
ん
な
に
善
い
人
が
死
ん
だ
ん
で
す
っ
て
）

ω
把
他
姐
姐
煽
惑
了
。
（
彼
の
姉
は
（
（
彼
を
）
）
お
だ
て
て
ま
ど
わ
し
て
い
る
）

帥
把
他
門
多
会
児
来
。
（
彼
等
は
何
時
来
ま
す
か
）

側
把
両
個
女
子
同
死
了
。
（
そ
の
娘
速
は
二
人
と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
）

的
把
一
房
子
場
了o
（
家
が
こ
わ
れ
た
）

倒
把
狼
来
了
。
（
狼
が
来
た
）



側
把
那
個
人
死
了
。
（
あ
の
人
は
死
に
主
し
た
）

側
把
老
百
姓
都
胞
出
来
。
（
人
々
は
品
目
逃
げ
失
せ
た
）

制
抱
腹
壊
了
。
（
腰
骨
が
探
れ
た
）

側
一
拍
大
畑
把
人
壊
了
。
（
一
度
阿
片
を
吸
う
と
、
人
聞
は
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
〕

M
W把
軸
也
壊
了
。
（
車
軸
も
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
）

倒
把
他
父
親
死
了
。
（
殺
の
父
が
死
ん
だ
）

側
把
那
小
的
都
来
了
把
小
的
没
了
。
（
小
さ
い
や
つ
は
み
な
や
っ
て
来
た
か
ら
、
も
う
小
さ
い
の
は
い
ま
せ
ん
》

側
把
本
堂
忙
了
o

（
牧
師
さ
ん
は
今
忙
し
い
）

側
把
守
古
物
的
嚇
的
大
顔
。
（
古
物
商
は
身
体
を
ふ
る
わ
し
て
怒
っ
た
）

こ
の
う
ち
闘
は
〈
人
〉
が
、
主
詩
で
は
な
く
て
、
〈
一
拍
大
畑
〉
が
主
語
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
こ
れ
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
省
か
れ
た
方
が
よ
い
と
思
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わ
れ
る
。

右
を
通
覧
す
る
と
、
前
述
の
フ
レ
エ
の
挙
例
と
細
か
く
比
較
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
両
者
が
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
前
に

も
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
ミ
ュ
リ
I

は
熱
河
語
に
こ
の
構
造
の
典
型
的
諸
例
を
発
見
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
孫
引
き
す
る
と
；

係
常
預
備
一
様
的
飯
把
人
都
吃
劉
了
。
（
お
前
が
い
つ
も
同
じ
料
理
ば
か
り
用
意
す
る
か
ら
、
皆
が
厭
き
て
し
ま
っ
た
よ
）

把
我
気
的
一
天
也
没
吃
飯
c

（
私
は
あ
ま
り
怒
っ
た
の
で
、
そ
の
日
は
一
日
食
事
も
と
ら
な
か
っ
人
い
）

把
他
忙
的
達
話
都
顧
不
的
説
o

（
彼
は
大
へ
ん
忙
し
く
て
、
話
を
ず
る
閑
も
な
い
）

把
小
過
掠
井
去
了
。
（
小
過
が
井
戸
の
中
に
落
ち
た
）

神
父
上
才
数
了
把
者
子
都
白
了
。
（
神
父
さ
ん
も
年
を
と
っ
た
も
の
だ
、
ひ
げ
が
ま
っ
白
だ
）

活
計
謹
白
不
過
来
抱
個
把
児
頭
迩
病
了
。
（
仕
事
は
全
然
は
か
ど
ら
な
い
し
、
お
ま
け
に
職
工
長
ま
で
病
気
に
な
っ
た
）

な
ど
で
あ
る
が
、
ミ
ュ
リ
l

は
限
定
対
格
、
即
ち
前
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
〈
把
〉
に
続
く
名
詞
は
、
あ
る
慣
用
的
表
現
に
於
て
、
殊
に
受
動
態
の
動
詞
に
対
し



(T
) 

て
用
い
ら
れ
る
と
し
て
い
る
と
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
受
動
態
の
動
詞
の
主
語
と
目
さ
れ
る
語
は
限
定
対
格
と
し
て
発
話
に
該
当
し
、
動
詞
は
主
語
を
失
っ
た

ま
ま
能
動
相
の
形
態
で
残
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
こ
で
再
び
、
統
辞
関
係
は
全
く
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
王
力
の
文
と
異
な
る
事
例
に
我
々
は
遭
遇
す
る
。

従
っ
て
山
西
語
と
熱
河
語
に
於
て
偶
々
一
致
す
る
、
こ
の
形
式
は
や
は
り
別
個
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ミ
ュ
リ
ー
に
よ
っ
て
熱
、
河
語
の
場
合
を
一
考
す
る
に
、

把
羊
吃
了
。
（
羊
が
食
わ
れ
た
J

は
、
〈
叫
〉
及
び
／
拒
〉
を
も
っ
て
成
立
す
る
受
動
態
の
発
話
、

叫
狼
把
半
吃
了

r
J

か
ら
、
行
為
者
が
脱
落
し
て
導
か
れ
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
受
動
態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
山
西
語
の
リ
ス
ト
を
通
覧
し
て
得
ら
れ
る
基
準
か

ら
は
、
肯
定
さ
れ
得
な
い
。
恐
ら
く
山
西
語
で
は
、
そ
れ
は
F
羊
が
食
っ
て
い
る
｝
と
し
か
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
推
測
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
然
L

、
〈
把
羊

他
把
個
娘
例
児
死
了
。
（
被
は
妻
に
死
な
れ
た
）

が
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
限
定
対
格
に
続
く
動
詞
が
完
際
に
自
動
詞
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
来
る

c
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吃
了
〉
が
受
動
態
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、

〔
註
〕

ω

出
・
『
同
忠
一
－F
O
出
店
官
民
〈
？
”
匂
・
色
”
ゆ

ω
・
ω
・

仰
愈
敏
；
〈
語
法
和
作
文
一
〉
一
九
五
五
、
練
官
9
0

川
同
巧
．
の
吋8
宮
。
同m
一
官
民
凶m
F
H恥
仇
匂
。
w

、
．

ω
H
ゲ
広
．w
s

．
品
むl
印
H
u阿
）
．
畠
．
い
内
。
。
け
ロ
．
（
円

) . 

同
司
同
忠
一
時
日
居
間
吋m
p
t
g
－
噌
匂
・
ぉ
・

川
町
F
E
・λ
g
E

・
E
－

仰
の
吋
。
。g
o
a
－
u
・
s

・
司
・



四

グ
ロ
l

タ
l

ズ
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
、
〈
把
〉
が
主
語
を
導
く
形
式
は
、
北
京
語
に
於
け
る
そ
の
存
在
を
充
分
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る

問
題
点
は
王
力
に
よ
っ
て
殆
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
こ
で
は
実
際
、
こ
の
形
式
が
北
京
語
の
慣
用
で
あ
る
か
否
か

も
不
明
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
も
う
一
度
フ
レ
エ
の
記
述
に
そ
の
手
が
か
り
を
求
め
て
み
た
い
。

前
に
検
討
し
た
フ
レ
エ
の
文
例
は
、
〈
把
〉
の
前
に
置
か
れ
た
主
格
の
主
語
が
、
そ
の
後
に
置
か
れ
た
属
格
の
主
語
と
文
法
的
に
は
一
致
す
る
ケ

1

ス
で
あ
っ

た
。
こ
の
ケ

l

ス
に
於
て
は
、
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
代
名
詞
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
と
こ
の
後
に
続
く
名
詞
と
の
統
合
は
、
こ
の
発
話
に
於
け
る

主
語
で
あ
り
、
そ
し
て
又
更
に
こ
の
後
に
位
置
す
る
動
詞
は
所
謂
自
動
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
分
析
し
た
結
果
、
他

動
調
と
目
的
語
の
位
置
が
転
換
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
考
え
方
を
拒
む
有
力
な
資
料
的
根
拠
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
動
詞
を
自
動
詞
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
の
方
が
、
他
動
詞
と
し
て
の
そ
れ
よ
り
蓬
か
に
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
〈
我
把
銭
包
児
芸
了
〉
と
〈
把
我
銭
包
児
芸
了
〉
の
二
個
の
発
話
に
於
て
、
，
事
実
上

前
者
の
〈
芸
〉
は
他
動
詞
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
自
動
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
後
者
の
〈
我
銭
包
児
〉
は
、
主
語
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
地
に

た
て
ば
、
こ
の
形
式
は
、
山
西
語
に
於
て
、
文
首
に
〈
把
〉
の
位
置
す
る
形
式
と
、
統
辞
上
は
全
く
同
一
と
見
倣
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
恐
ら
く
次
の
よ
う
な
反
論
が
予
想
さ
れ
る
；

「
〈
把
〉
の
前
に
は
、
そ
の
後
に
位
置
す
る
の
と
同
一
の
代
名
詞
が
本
来
あ
り
、
こ
の
ケ
！
ス
に
於
て
は
そ
れ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
」

そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
よ
り
深
い
思
索
と
研
究
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
一
方
最
初
の
形
式
に
於
て
は
動
詞
が
他
動
詞
で
あ
る
の

が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
、
第
二
の
形
式
に
於
て
も
そ
れ
が
同
様
に
白
動
詞
と
理
解
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
主
に
中
国
語
の
動
詞
が
生
得
す
る
性
格
に
由
来
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

(1
) 

一
般
に
中
国
語
に
於
け
る
動
詞
の
機
能
的
分
類
は
極
め
て
漠
然
と
し
て
い
る
。
無
論
、
中
国
語
の
動
詞
も
又
、
他
の
多
く
の
言
語
と
同
様
に
、
通
常
二
種
の
状

態
を
保
っ
て
居
り
、
そ
の
分
類
は
動
詞
の
後
に
目
的
語
を
必
ず
要
求
す
る
も
の
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
差
異
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
前
者
を
〈
及
物
動
詞
〉
｜
｜



他
動
詞
、
後
者
を
〈
不
及
物
動
詞
〉
｜
｜
自
動
詞
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
も
こ
れ
ら
の
術
語
は
専
ら
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
来
て

い
る
。
王
力
は
、
こ
の
分
類
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
リ
ス
ト
を
与
え
て
い
る
。

0

及
物
動
詞
；
矧
茶
、
間
飯
、
河
菜
、
制
銭
、
知
朋
友
、
引
開
消
息
、
謝
人
、
間
食
、
捌
抜
子
、
出
房
子
、
割
東
西
、
到
抗
州
、
週
節
、
羽
家

o

不
及
物
動
詞
；
他
刻
、
惚
知
、
鳥
羽
、
馬
制
、
寄
寄
倒
、
妹
妹
剣
、
婿
婿
岡
、
張
先
生
剰
司
、
李
先
生
到
司
、
一
個
人
補
引

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
分
類
が
極
め
て
明
確
な
分
界
線
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
実
際
の
一
個
の
動
詞
の
機
能
に
つ
い
て
は
甚
だ

暖
昧
な
考
え
方
を
せ
ざ
る
を
得
ぬ
を
指
摘
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
主
力
は
そ
れ
を
動
詞
の
変
態
と
い
う
考
え
方
で
整
理
し
て
い
る
。
具
体
的
な
表
現
を
と
る
な
ら

ば
、
前
述
の
〈
不
及
物
動
詞
〉
が
、
そ
の
本
来
的
な
方
法
か
ら
脱
し
て
日
的
語
を
と
る
こ
と
や
、
〈
及
物
動
詞
〉
が
日
的
語
を
全
く
無
視
す
る
こ
と
が
、
中
国
語

の
動
詞
の
常
態
の
一
つ
で
あ
る
と
考
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
本
来
」
と
い
う
言
葉
は
一
体
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
単
に
、
そ
の
ケ

l

ス

を
よ
り
多
く
発
見
し
得
る
と
い
う
不
明
瞭
な
音
山
味
に
過
ぎ
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
中
国
語
の
動
詞
に
つ
い
て
は
、
任
意
の
一
個
の
動
詞
は
、
少

数
の
例
外
を
除
い
て
、
形
式
上
二
つ
の
領
域
を
甚
だ
安
易
に
往
来
で
き
る
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
一
個
の
動
詞
が
両
種
の
機
能
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
〈
我
剣
〉
と
〈
我
剣
他
〉
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
分
類
が
、
中
国
語
に
は
無
用
で
あ
る
と
い
う
結
論
さ
え
導
か
れ
る
で
あ
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ろ
う
。

斯
く
て
我
々
は
〈
把
我
銭
包
児
芸
了
〉
の
〈
芸
〉
を
白
動
詞
と
解
す
る
こ
と
に
何
の
践
踏
も
要
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
あ
る
〈
我
銭
包
児
〉
は

形
式
上
主
語
で
あ
る
こ
と
も
容
易
に
納
得
さ
れ
る
筈
で
あ
り
、
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
通
時
論
的
反
論
に
も
考
慮
を
与
え
る
必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
し
か
し
、
フ
レ
エ
の
示
す
他
の
例
は
こ
れ
と
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
合
ん
で
い
る
。
フ
レ
エ
は
た
ま
た
ま
こ
れ
ら
と
は
っ
き

り
断
絶
す
る
意
志
を
示
さ
ず
に
、
即
ち
両
者
の
聞
に
明
確
な
一
線
を
引
か
ず
に
次
の
よ
う
な
例
を
別
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
一
人
の
中
国
人
（
張
豪
安
）
に

よ
っ
て
〈
杷
〉
を
用
い
ず
に
表
現
さ
れ
、
更
に
他
の
一
人
（
嵐
希
微
）
に
よ
っ
て
、
要
素
聞
の
杭
置
的
関
係
に
何
ら
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
〈
把
〉
を
つ
け
加

(2
) 

え
ら
れ
た
と
い
う
点
は
大
い
に
作
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

把
他
骨
頭
、
梓
折
了
－Q
－m
・
む
ω
・
稜
の
骨
が
折
れ
た
）

把
惚
槻
衣
児
長
出
来
了
・9
・m
－
ω
N
H・
）



把
個
猪
砲
了
－
Q
－m
－T
H
8・
豚
が
逃
げ
だ
し
た
〉

遠
遠
児
的
把
一
隻
船
露
出
来
了
・
（
司
－

m
－
H
g
ω
・
速
く
に
一
般
の
船
が
現
わ
れ
て
来
た
）

把
惚
手
都
凍
了
・
（
匂
－
m
－
民
芸
・
あ
な
た
の
手
は
ま
っ
た
く
か
じ
か
ん
で
い
る
）

右
の
う
ち
a
e
・
（ω
N
H）
咽
（5
4

む
）
は
、
形
式
的
に
は
、
先
の
グ
ル
ー
プ
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
も
前
に
述
べ
た
よ
う
な
懐
疑
が
む
け

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
が
〈
把
〉
の
有
無
に
関
係
な
く
、
他
の
要
素
が
同
一
の
統
辞
関
係
を
保
ち
得
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
を
全
く
否
定
す

る
も
の
と
考
え
る
。
加
え
て
残
余
の
二
例
に
於
け
る
各
要
素
の
排
列
は
山
西
語
の
方
法
と
完
全
に
対
応
し
て
お
り
、
而
も
表
現
形
式
も
又
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
ら

も
同
様
に
〈
把
〉
を
含
ま
ず
に
行
な
わ
れ
得
る
事
実
は
一
体
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
右
五
例
に
つ
い
て
は
、
〈
杷
〉
は
強
勢
の
円
的
で
文

首
に
冠
さ
れ
た
と
判
断
す
る
以
外
、
如
何
な
る
解
決
も
徒
労
で
あ
る
。
前
に
、
マ
ス
ベ
ロ
の
結
論
に
此
一
一
か
注
意
を
払
っ
た
所
以
は
実
に
こ
こ
に
あ
っ
た
。
〈
偏
又

(3
) 

把
鳳
了
頭
病
了
〉
、
〈
伝
広
忽
然
把
個
晴
安
姐
姐
也
没
了
〉
に
対
し
て
も
、
我
々
が
分
析
し
得
る
の
は
、
単
に
こ
の
事
実
の
み
で
あ
る
。
〈
把
他
李
病
了
〉
に
つ
い

て
も
、
こ
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
〈
他
骨
頭
拝
折
了
〉
を
含
む
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
も
、
こ
の
解
釈
の
適
用
が
導
か
れ
得
る
。

依
っ
て
我
々
は
、
北
京
語
に
於
て
自
動
詞
を
含
む
〈
主
動
句
〉
の
強
勢
構
文
〈
把
＋
主
語
＋
自
動
詞
〉
の
形
式
を
、
他
動
詞
を
含
む
通
常
の
〈
主
動
句
〉
が
〈
把
〉

に
よ
っ
て
垣
間
序
の
変
更
を
結
果
さ
れ
た
〈
主
語
＋
〈
把
〉
＋
直
接
目
的
語
十
他
動
詞
〉
の
形
式
の
他
に
分
類
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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前
者
に
於
て
〈
把
〉
は
、
強
勢
の
音
調
を
導
く
た
め
の
法
性
の
助
動
詞
で
あ
り
、
後
者
に
於
て
は
、
部
分
的
に
は
、
ー

l

即
ち
〈
把
〉
を
用
い
ず
に
構
成
さ
れ

得
る
形
式
も
考
え
ら
れ
る
形
式
に
於
て
は
、
詩
序
の
変
更
に
よ
っ
て
、
話
者
の
心
的
態
度
を
よ
り
広
く
指
示
す
る
た
め
の
、
又
〈
把
〉
に
拠
ら
な
け
れ
ば
、
構
文

が
不
可
能
な
形
式
に
於
て
は
、
文
法
上
の
純
粋
な
手
段
に
よ
っ
て
動
詞
形
態
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
前
置
詞
即
ち
、
介
詞
で
あ
り
、
両
者
は

軽
声
で
発
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
詞
〈
把
〉
と
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
両
方
の
形
式
に
は
、
グ
ロ
l

タ

l

ズ
が
山
西
語
に
分
類
し
た
よ
う
な
、
い

く
つ
か
の
派
生
的
形
式
が
そ
れ
ぞ
れ
附
随
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
〈
把
l

形
式
〉
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

(4
) 

即
ち
フ
レ
エ
の
い
う
よ
う
に
〈
把
〉
の
後
に
主
語
が
他
動
詞
及
び
日
的
語
を
伴
っ
て
発
話
に
該
当
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
確
か
に
我
々
は
〈
他
気
死
我
了
〉

と
い
う
〈
主
動
句
〉
に
対
し
て
、
〈
他
把
我
気
死
了
〉
と
〈
把
我
気
死
了
〉
を
連
想
す
る
け
れ
ど
も
〈
把
他
気
我
死
了
〉
の
よ
う
な
形
式
を
考
え
る
こ
と
は
出
来
な

(5
) 

い
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
フ
レ
エ
は
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
て
、
動
詞
の
附
随
的
要
素
に
よ
っ
て
二
種
の
動
詞
の
領
域
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、



〈
把
〉
の
統
辞
論
的
研
究
よ
り
も
、
寧
ろ
意
味
論
的
研
究
に
基
い
て
い
る
。
即
ち
そ
れ
ら
の
第
一
は
、
他
動
詞
の
目
的
語
と
自
動
詞
の
主
語
と
を
同
様
に
取
り
扱

い
、
他
は
専
ら
他
動
詞
の
主
語
の
み
を
含
む
の
で
あ
る
。
従
っ
て
動
詞
の
分
類
は
、
主
語
と
目
的
語
の
対
立
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
所
謂
他
動
詞
の
主
語
と
、
自

動
詞
の
主
語
及
び
他
動
詞
のH
的
語
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
体
系
に
於
て
は
他
動
詞
、
自
動
詞
及
び
受
動
態
、
能
動
態
の
差
別
は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
の

よ
う
な
考
え
の
下
に
、
フ
レ
エ
は
2
m
p
t
g
。
。
回
注
目
。
け
目
。
ロ
を
考
究
す
る
。
論
文
の
脚
註
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
マ
シ
ュ
ウ
ズ
（
巧
・
同
・
昌
巳
｝
拓
者
阜
の
用

語
の
踏
襲
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
が
、
フ
レ
エ
は
中
国
語
は
複
雑
な
構
造
を
も
っ
言
語
で
あ
る
が
故
に
、
意
味
論
的
研
究
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
る
分
界
線
に
従
っ

て
、
2

向
巳
守
。
と
盟
国
’
O
H
間
早
守
O

の
二
つ
の
デ
ィ
マ
l

ケ
イ
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
純
粋
に
形
態
論
的
研
兜
が
拒
ま
れ
て
居
り
、
統
辞
論
的
研
究

に
於
て
も
多
く
の
困
難
を
発
一
見
す
る
時
、
意
味
論
の
領
域
よ
り
の
こ
の
発
言
は
貴
重
で
あ
る
。
そ
し
て
、
無
論
、
こ
れ
は
中
国
語
に
対
す
る
純
粋
に
形
式
的
文
法

「
£
U
J

分
析
は
、
三
糧
の
意
味
論
的
方
法
に
よ
る
と
い
う
思
想
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
中
国
語
の
分
析
の
成
否
は
、
そ
こ
に
賭
け
ら
れ
る
と
も
言
い

得
る
が
故
に
、
そ
の
方
法
に
は
、
厳
密
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
本
稿
は
、
そ
こ
に
到
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
を
明
記
し
て

〔
註
〕

的
主
力
；
〈
中
同
現
代
語
法
〉
八
い
｜
八
一
．
頁
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